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三方五湖自然再生協議会令和6年度全体会開催 

湖と田んぼのつながり再生 
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三方五湖学習、自然再生関連会議等開催状況、 

自然とめぐみTOPICS、三方五湖のなかまたち 
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目次 

 問合先 

 2021年から福井県里山里海湖研究所が鳥浜漁

協や福井県立若狭高校と共に開発等を進めてき

た寒ぶなの缶詰プロジェクトが、2024年グッド

デザイン賞を受賞しました。商品開発等を通じ

て、多世代が関わりながら伝統漁法の継承や環

境保全に寄与し、地域に活気をもたらす仕組み

を構築している点が評価されたとのことです。  

 

 

環境教育部会では、夏休みを募集期間とし

て、美浜町と若狭町の小学生を対象に「昔の

水辺のくらし」をテーマとした絵画作品を募

集しました。今年度は、6校の児童から、44点

の応募がありました。 

応募作品は、福井県海浜自然センターにお

いて展示をしました（令和6年9月28日～10月

27日）。なお、これまでに応募いただいた

「昔の水辺の風景」絵画は全てがデータ化さ

れており、サイト「みんなの三方

五湖マップ」にて閲覧いただくこ

とができます。 

◆令和6年度全体会 

 ・全体会…令和7年3月23日 

◆自然護岸再生部会 

 ・部会会議…令和6年7月3日、10月11日、 

       令和7年3月11日 

◆湖と田んぼのつながり再生部会 

 ・部会会議…令和6年5月28日、令和7年2月6日 

◆外来生物等対策部会 

 ・部会会議…令和6年4月25日、6月17日、 

       11月13日、令和7年3月14日 

 ・イベント…令和6年5月23日、26日 

◆環境に優しい農法部会 

 ・勉強会…令和7年2月17日、3月12日 

◆シジミのなぎさ部会 

 ・部会会議…令和6年10月11日、令和7年3月18日 

自然再生関連会議等開催情報 

昔の水辺の風景画募集 

寒ぶなの缶詰がグッドデザイン賞を受賞 

・全長93cm。 

・日本で最も大きなサギ。 

・背は灰色で、のどに黒 

 いもようがある。 

・皿型の巣を樹上につく 

 り、繁殖する。 

・天気のよい日は、翼を 

 半開きにして日光浴を 

 する。 

アオサギ（サギ科） 
令和６年度の活動 

3 

三方五湖ニュースレター No.30 令和7年3月31日 発行 

福井県エネルギー環境部自然環境課  
 〒910-8580 福井県福井市大手三丁目17番1号 

 TEL 0776-20-0306 
美浜町産業政策課 
 〒919-1192 福井県三方郡美浜町郷市第25号25番地  

 TEL 0770-32-6706 
若狭町環境安全課 

 〔若狭町役場三方庁舎〕 

 〒919-1393 福井県三方上中郡若狭町中央第1号1番地  
 TEL 0770-45-9126  

三方五湖の 

最新情報はこちらから→ 

三方五湖の外来種対策、環境DNA分析による生き物調査 

三方五湖での「自然再生協議会全国会議」の開催 

作品展示 募集チラシ 

「みんなの三方五湖マップ」 
三方五湖の自然・文化・歴史などの様々な情報をイン

ターネット上で共有し、三方五湖の自然再生に向けて

役立てるためのウェブサイトです。 『昔の水辺の風

景』 絵画作品やこれまでの取組に関する資料等を御

覧いただけます。 



 令和7年3月23日（日）に、福井県立三方青年の家に

おいて令和6年度三方五湖自然再生協議会全体会が

開催され、関係者約60名が出席しました。 

 今回の全体会では、今年度の自然再生事業の進捗

状況や成果について報告がありました。会議に先立

ち、三方五湖子どもラムサールクラブの子供たちに

よる発表がありました。また、今年度、三方五湖で開

催のあった自然再生全国会議についての報告や三方

五湖世界農業遺産推進協議会よる取り組みについて

の紹介がありました。 
 

［全体会次第］ 

1.開会 あいさつ 

       会長 鷲谷いづみ（東京大学名誉教授） 

2.来賓 あいさつ 

    美浜町副町長 西村正樹、若狭町副町長 二本松正広 

3.内容  

（1）活動発表  

  ・

（2）令和６年度活動報告および令和７年度活動計画 

  ・自然護岸再生部会 

  ・湖と田んぼのつながり再生部会 

  ・外来生物等対策部会（外来種対策、ヒシ対策） 

  ・環境に優しい農法部会 

  ・環境教育部会 

  ・2024年度学童保育でのプログラムと「子どもの放課 

   後」の調査について（静岡大学 富田准教授） 

  ・シジミのなぎさ部会 

  ・三方五湖の持続可能な地域づくり事業 

（3）その他 

  ・

   ・三方五湖世界農業遺産推進協議会 令和６年度活動 

   報告 

  ・寒ぶなの缶詰グッドデザイン賞受賞について 

   （県里山里海湖研究所 樋口研究員） 

4.閉会 あいさつ 

       副会長 吉田丈人（東京大学教授） 

       副会長 青海忠久（福井県立大学名誉教授） 
全体会の様子 

 福井県内水面総合センターでは、毎年、三方湖での

オオクチバス・ブルーギル採捕を実施しています。 

【オオクチバス】 

・令和7年2月に、中山川河口にて1尾を採捕（袋網に 

  よるワカサギ採捕調査での混獲）。 

【ブルーギル】 

・15尾を採捕（令和5年度・34尾、令和4年度・30尾）。 

・今年度は、別所川河口での捕獲数が増加。 

・採捕魚の大半は全長140㎜弱。全長200㎜前後の大型 

 魚の採捕数が昨年度よりも減少（令和5年度・11尾）。 

・卵巣が発達した個体は6月、7月に確認。 

 ※これらの時期に駆除活動を行うことは繁殖抑制 

  につながり効果的だと考えられる。 
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 湖と田んぼのつながり再生部会では、シュロ法によ

るフナやコイの育成・放流を順調に進めることができ

ました（19か所の育成水田より、三方五湖流域へ

36,088匹を放流）。令和6年度は、水田内におけるフナ

類の適正な収容数を検討するため、異なる収容密度を

設定した比較試験を行いました（調査：福井県立大学

大学院・西村氏）。この結果、収容密度による成長差

や生産量の差が確認され、稚魚育成マニュアル改訂に

向けた重要な基礎データを得ることができました。 
シュロに産み付けられた卵     

 環境に優しい農法部会で

は、水田に取水するはす川水

系と北川水系において、環境

DNA分析による生き物（魚類）

調査を実施しました。はす川

では、中流で15種を、高瀬川で

25種を確認しました。高瀬川

では、ヤリタナゴ等の希少種

を確認しました。  

 令和6年11月14日及び15日の2日間にわたり、自然

再生協議会全国会議（主催：環境省）が、三方五湖で

実施され、全国各地で自然再生に取り組まれる方々

など約90名が三方五湖に参集されました。 

 一日目は、久々子湖での浅場造成や三方五湖の伝

統漁法等について関係者紹介のもと、現地視察が行

われました。二日目は室内で、鷲谷いづみ会長からの

協議会の理念・目的、意義等についてのご説明や各部

会事務局からの部会活動概要紹介、パネルディス

カッション（地元の研究者としての関わりや環境教

育を通じた次世代の育成に関して）が行われました。 

1日目（現地視察） 2日目（室内会議） 異なる収容密度で飼育したフナ 

（右が最も低密度。より大きく成長）  

水田から取り上げたフナ      

年度 収容数（匹） 放流数（匹） 取上げ率 

R6 231,100 36,088 15.6％ 

R5 307,420 69,202 22.5％ 

R4 354,584 89,024 25.1％ 

項目 Ｈ25 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 

育成田数 4 22 21 19 

面積（㎡） 5,196 26,987 27,429 33,907 

放流数（匹） 10,990 89,024 69,570 36,088 

中山川河口で採捕された
オオクチバス 
・全長583.7㎜ 
・胃からフナ1尾、ハゼ1 
 尾、カニが確認された      

令和6年度ブルーギルの採捕状況 

採捕されたブルーギルの全長分布 

採捕されたブルーギル 
最小成熟サイズ（7月） 
・全長：106.6㎜ 
・生殖腺重量比：9.0％ 

〔これまでの稚魚取上げ率〕 

〔これまでの稚魚育成の実績〕 

採水地点（はす川、北川） 高瀬川での確認種 

採水の様子 

資料：福井県内水面総合センター 


